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【取り組み事例１】 

小杉町二丁目町内会の自転車マナーアップ運動の取り組み 

 
■取り組み内容（１） 
・「自転車マナーアップ運動」のチラシ回覧・配布 
・町内主要道路にのぼり旗を設置 
・子ども会によるマナーアップキャンペーンの実施（写真１） 
・町内会児童に啓発グッズを配布（写真２） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■取り組み内容（２） 
・自転車利用者の交通ルール遵守とマナー向上を呼びかける大型ポスターの設置 
＜掲出ポスター＞ 
掲出時期：平成２０年１２月 
掲出場所：川崎市中原区小杉町二丁目地内（新日本石油（株）小杉アパート敷地外周フェンス） 
掲出数：８基（プラスチック製、横１２００ｍｍ×縦９００ｍｍ） 
掲出内容：自転車利用時のマナーやルールに関するイラストと標語など 
 

 

 

 

 

 

 

 

※ 民間事業者の協力：本ポスターは小杉町二丁目町内会の活動に賛同した新日石不動産株式会社及び

三井不動産レジデンシャル株式会社の両社の協力により製作・設置しています。 

 

写真１ 子ども会保護者との自転車利用マナー勉強会の様子 

写真２ 「中原区自転車と共生するま
ちづくり委員会」の協力で作成したバ
ッジ 

掲出ポスター例 



【取り組み事例２】 

中原区ＰＴＡ協議会会議における芳賀委員の講演 

 
■講演の経緯 中原区区民会議課題調査部会で部会委員として参加していた大下委員（中原区Ｐ

ＴＡ協議会）が放置自転車をはじめとする自転車マナーについて、芳賀委員（自転

車と共生するまちづくり委員会）に課題の現状について中原区ＰＴＡ協議会で説明

を依頼したことにより開催されました。この講演をきっかけに今後も各学校からの

依頼や要望があれば応じる予定です。 
■日 時 平成２０年１２月１２日（金） 午前１０時００分～午前１０時４５分 
■場 所 中原市民館３階会議室 
■出席者 中原区ＰＴＡ協議会（区内小中学校代表者）、中原中学校校長など３０名程度 
■芳賀委員の主な講演内容 
（１）中原区区民会議の概要 

（２）区内の放置自転車の問題について 

（３）自転車と共生するまちづくり委員会の活動について 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【取り組み事例３】 

新丸子駅周辺放置自転車対策活動（丸子地区商店街連合会） 

 
■実施日 平成２０年１２月２日、１０日、１８日、２２日いずれもＰＭ３：３０～４：００ 
■場 所 新丸子駅周辺 
■参加者 丸子地区商店街連合会 新丸子駅周辺の商店街関係者６名 
■活動内容 
（１）新丸子駅周辺の活動区域に啓発用のぼり旗５本（地域振興課貸与物品）を設置 

（２）対象区域に放置された自転車に警告チラシをホッチキスで貼付する。 

  ※ 本活動は自転車放置の抑止効果を高めるために、試行的に市の放置自転車撤去活動と連携して実施して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動の様子内容 
 ○ 川連会長ほか７名程度で分散して、放置自転車に警告チラシを貼付する作業を行う。 

 ○ 活動（作業）時間は約３０分程度 

 ○ 貼付枚数（自転車台数）は２００～２５０台程度 

 

 

 



 
■活動日当日と活動後（翌日）の様子（いずれも午後４時頃撮影） 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①１２月１１日（活動日当日）の状況 

①１２月１２日（活動日翌日）の状況 

①②

③

④

  

 

②１２月１１日（活動日当日）の状況 

②１２月１２日（活動日翌日）の状況 

③１２月１１日（活動日当日）の状況 

③１２月１２日（活動日翌日）の状況 

④１２月１１日（活動日当日）の状況 

④１２月１２日（活動日翌日）の状況 
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